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  １．開  会 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） 皆様、お疲れさまです。 

 開会に先立ちまして、傍聴される皆様へ、事務局より注意事項をお伝えいたします。 

 この会議は、委員の方の議論の場でございますので、傍聴の方は発言ができません。 

 録音、録画等もお控えください。 

 Ｚｏｏｍによる参加の方は、カメラオフ、マイクミュートとしてください。 

 また、会議に対するご意見、ご感想につきましては、ご意見参加シートにご記入の上、

事務局までご提出ください。 

 次に、委員の皆さんにお願いがございます。 

 本日は、オンラインでご出席いただいている方が多くいらっしゃいます。このため、ご

発言の際には、発言者が分かるよう、挙手あるいはご発声によりお知らせいただき、司会

を進行する者からお名前を呼ばれた後に発言をしていただきますようお願いいたします。 

 また、発言者が分かるよう、ご発言の前にご自身のお名前を名乗っていただき、発言内

容が分かるようにゆっくりお話しください。 

 発言の中で分からない言葉がございましたら、ご遠慮なくお知らせください。 

 また、本日、議事録作成のため、札幌速記事務所の方が参加しております。議事録作成

のために録音、録画をさせていただきます旨、あらかじめご了承願います。 

 事務局からは、以上となります。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） ただいまより、令和４年度第１回札幌市障がい者施

策推進審議会を開催いたします。 

 

  ◎委員紹介 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、本日ご出席される委員の皆様をご紹介

させていただきます。 

 次第裏面に記載されております名簿の順に、ご所属、お名前を読み上げさせていただき

ますので、一言、ご挨拶をお願いいたします。 

 なお、会場からご参加の委員におかれましては、着座されたまま、ご挨拶をいただきま

すようお願いいたします。 

 まずは、成年後見センター・リーガルサポート札幌支部幹事の旦尾委員でございます。 

○旦尾委員 旦尾です。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 次に、札幌市身体障害者福祉協会会長の浅香委員で

ございます。 

○浅香委員 浅香です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、札幌市精神障害者回復者クラブ連合会

副会長の石山委員でございます。 

○石山委員 石山です。よろしくお願いいたします。 
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○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、札幌市社会福祉協議会地域福祉部長の

柏委員でございます。 

○柏委員 柏です。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 次に、社会福祉法人楡の会総合施設長の加藤委員で

ございます。 

○加藤委員 加藤です。よろしくお願いします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、札幌公共職業安定所総括職業指導官の

小木委員でございます。 

○小木委員 小木でございます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、札幌市視覚障害者福祉協会会長の近藤

委員でございます。 

○近藤委員 近藤でございます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、札幌市精神障害者家族連合会会長の菅

原委員でございます。 

○菅原委員 菅原です。よろしくお願いします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、札幌市民生児童委員協議会理事の高柳

委員でございます。 

○高柳委員 高柳です。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長）続きまして、社会福祉法人札親会理事長の中原委員で

ございます。 

○中原委員 中原です。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、札幌市中途失聴・難聴者協会会長の花

田委員でございます。 

○花田委員 花田です。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、人事異動により新たに委員に就任され

ました北海道立心身障害者総合相談所所長の廣島委員でございます。 

○廣島委員 廣島です。よろしくお願いします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 次に、北海道難病連代表理事の増田委員でございま

す。 

○増田委員 北海道難病連の増田でございます。 

 昨年度は入退院を繰り返しておりまして、２回ほど欠席したことをおわび申し上げます。 

 本日は、よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、北海道教育大学札幌校教授の安井委員

でございます。 

○安井委員 安井です。よろしくお願いします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、北海道中小企業家同友会札幌支部イン
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クルーシブ委員会副委員長の柳川委員でございます。 

○柳川委員 柳川です。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） なお、本日は、市立札幌豊明高等支援学校校長の小

山委員から、所用のため、欠席とご連絡をいただいております。 

 したがいまして、今のところ、１５名の委員のご出席をいただいておりますことから、

札幌市障がい者施策推進審議会条例第７条第２項により、出席者が委員の過半数を超えて

おりますので、会議が成立しておりますことをご報告いたします。 

 

  ◎事務局紹介 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、事務局を紹介いたします。 

 札幌市福祉局障がい保健福祉部長の大谷でございます。 

○事務局（大谷障がい保健福祉部長） 大谷でございます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 次に、障がい福祉課就労・相談支援担当係長の渡辺

でございます。 

○事務局（渡辺就労・相談支援担当係長） 渡辺と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 次に、障がい福祉課事業計画担当係長の佐々木でご

ざいます。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） 佐々木と申します。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） その他、関係職員が出席しております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

  ◎資料の確認 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、お配りしております資料の確認をお願

いいたします。 

 事前にお送りしている資料は、資料１から資料４までとなっております。 

 お手元の次第に配付資料一覧を記載しておりますので、併せてご確認いただきたいと思

います。 

 

  ◎障がい保健福祉部長挨拶 

○事務局（児玉企画調整担当課長） それでは、開会に当たりまして、障がい保健福祉部

長の大谷よりご挨拶を申し上げます。 

○大谷障がい保健福祉部長 障がい保健福祉部長の大谷でございます。どうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 今年度第１回目の審議会の開会に当たりまして、一言、ご挨拶を申し上げます。 

 委員の皆様におかれましては、本日は、ご多忙のところをご出席いただきまして、誠に
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ありがとうございます。 

 また、日頃より札幌市の障がい福祉行政の推進につきまして、ご理解とご協力を賜り、

厚くお礼を申し上げます。 

 このたび、今年４月の人事異動によりまして、新たに廣島委員にご就任をいただきまし

た。本審議会の委員をお引き受けいただきましたことにお礼を申し上げます。 

 さて、この審議会は、障害者基本法に基づきまして、札幌市の障がい者施策の総合的か

つ計画的な推進について、ご審議いただくための機関でございます。 

 本日の会議では、さっぽろ障がい者プラン２０１８における昨年度の進捗状況について、

それから、さっぽろ障がい者プラン２０２４の策定に向けた実態調査について、そして、

障がい者就労施設等からの物品等の優先調達についての３項目につきまして、審議、報告

をさせていただきます。 

 最後になりますが、委員の皆様方におかれましては、それぞれのお立場から忌憚のない

ご意見を頂戴できればと考えておりますので、本日はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 大変恐縮ではございますけれども、大谷は、別用務

のため、ここで退席をさせていただきます。 

 それでは、ここからの進行は、浅香会長にお願いしたいと思います。 

 なお、議事に入る前に、浅香会長から、一言、ご挨拶をいただいた上で、引き続き、ご

進行を審議いただければと思います。 

 浅香会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  ２．議  事 

○浅香会長 皆さん、こんにちは。 

 本日、進行を務めさせていただきます浅香と申します。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 挨拶は短めにしまして、まず、会議の進め方について確認させていただきます。 

 冒頭、事務局からもご案内がありましたが、ご発言の際には、発言者、発言内容が分か

るよう、なるべくゆっくりお話をしていただきたいと思っております。 

 また、発言の中で分からない言葉などがありましたら、逐一、遠慮なくお知らせくださ

い。 

 それでは、議題に移りたいと思います。 

 議題の報告事項、（１）さっぽろ障がい者プラン２０１８ ２０２１年度進捗状況につ

いてです。 

 資料に基づいて、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） それでは、２０１８年３月に作成いたしましたさ

っぽろ障がい者プラン２０１８につきまして、２０２１年度の１年間にどのように取組が

進んだかをご報告させていただきます。 
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 お手元の資料２、さっぽろ障がい者プラン２０１８、２０２１年度進捗状況報告書をご

覧ください。 

 時間の関係上、全ての事業を詳細にご報告することはかないませんので、プラン全体の

進捗の総括として、成果目標の新着状況及びプランで掲げている１０の分野につきまして、

代表的な事業の進捗を簡単にご説明いたします。 

 まず、表紙をめくりまして、１ページに、札幌市の現状として、障がいがある方の人数

の推移を記載しております。 

 グラフから身体障害者手帳をお持ちの方はほぼ横ばい、療育手帳や精神障害者保健福祉

手帳をお持ちの方は増加の傾向にあることが分かります。 

 続きまして、３ページでございますが、療育手帳の等級別所持者数が記載されており、

特にＢバー、軽度の障がいの方が増加傾向でございます。 

 ページをめくりまして、４ページは、精神障害者保健福祉手帳の所持者数でございます

が、２・３級の方が増加傾向でございます。 

 また、難病患者数につきましては、受給者証をお持ちの方の推移を見ますと、制度改正

などがあり、一概には言えませんけれども、長期的に見ると、おおむね増加傾向となって

おります。 

 これらのことから、支援を必要とされる障がいをお持ちの方は、概して年々増えている

と言えるかと存じます。 

 次に、９ページにつきましては、差し替え資料のほうをご覧いただければと存じます。 

 成果目標の進捗状況についてご説明いたします。 

 さっぽろ障がい者プラン２０１８で定める成果目標は、国の基本指針で示された目標を

ベースにしつつ、札幌市の実情を踏まえ、定めたものでございます。 

 それぞれの目標値は、プランの一部改定時の２０２１年３月から３年後、２０２４年３

月末時点での目標として各項目の右横の目標という欄に記載されております。 

 その横の進捗の欄は、２０２１年度末時点、つまり改定から１年後の時点での進捗状況

を記載しております。 

 目標進捗の成否は、本来であれば２０２１年度末時点で判断するものでございますが、

一部の項目について、数値の算出に必要なデータが未着のものがあり、判断ができない状

況にありますことから、最終的な達成状況につきましては、次回以降の審議会において報

告させていただきます。 

 本日は現時点で判明している進捗について、順に、ご確認いただければと存じます。 

 それでは、表の上から順にご説明いたします。 

 １行目と２行目は、地域移行の達成をはかるものです。 

 まず、１行目の移行者数については、２０２１年度末の実績値が出ておりませんため、

２０２０年度末の実績値を記載しております。 

 参考値といたしましては、移行者数は１８人となっております。 
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 続いて、２行目ですが、目標値として３年間で１１０人の減少を見込んでおりますが、

２０２１年度末時点で８５人の減少となっており、順調に推移しております。 

 次に、成果目標２、地域生活支援拠点等の整備でございます。 

 障がい児者の地域生活を支援するための体制を整備するというものであり、２０２０年

度に整備済みでございます。 

 札幌市におきましては、地域で機能分担する面的な整備をしており、機能の充実として、

２０２１年度は新たに緊急入所先調整窓口事業を開始いたしました。 

 次に、成果目標３の①福祉施設からの一般就労への移行者数でございます。 

 こちらは、北海道からの集計情報が未着のため、達成状況の判断となる目標値である２

０２１年度末の実績値を算出することができませんでした。そのため、２０２０年度末の

実績値である５３０人を掲載しております。 

 同じく、次に、就労移行支援から一般就労への移行者数につきましても、２０２０年度

末の実績値である３６９人を掲載しております。 

 次に、就労継続支援Ａ型から一般就労への移行者数につきましても、２０２０年度末の

実績値である４９人を掲載しております。 

 次に、就労継続支援Ｂ型から一般就労への移行者数も、２０２０年度末の実績値である

１１２人を掲載しております。 

 就労定着支援事業の利用率に移りまして、こちらは２０２３年度における就労支援事業

所等を通じて一般就労に移行する方のうち、７割が就労定着支援事業を利用することを目

指しております。 

 現在、集計中でおりますことから、数値が分かり次第、ご報告させていただきます。 

 次に、医療的ケアを必要とする障がいのある子どもへの支援でございます。 

 医療的ケアを必要とする障がいのある子どもが適切な支援を受けられるよう、関係機関

等が連携を図るための協議の場は２０１８年度に設置しておりまして、現在、医療的ケア

児等支援者養成研修の充実やサポート医師の配置などにより、コーディネート機能を構築

しているところでございます。 

 次に、障がい福祉サービス等の質の向上を図るための取組の推進でございます。 

 ２０２３年度末までに、本市における障がい福祉サービス等の質の向上を図るための取

組の実施体制を確保していくほか、事業所支援の取組を推進することとしており、障がい

福祉サービス等に係る各種研修の実施、障がい福祉人材確保・定着サポート事業の実施な

どにより着実に推進しております。 

 最後に、障がいのある方に対する理解促進は、障がいのある方にとって地域で暮らしや

すいまちであると思う障がいのある方の割合、それから、障がいのある子どもにとって地

域で暮らしやすいまちであると思う保護者の割合を２０２３年度末で６０％となるよう、

心のバリアフリーの普及啓発の推進など通して進めてまいります。 

 参考値では、前者の指標は、令和３年度で２７．２％、後者の指標につきましては、少
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し古い調査でございますが、令和元年度で３５．４％でございました。 

 続きまして、各種取組の進捗状況について説明させていただきます。 

 １０ページ以降に、プランにおいて重点取組と位置づけた各種事業について、２０２１

年度の実績を記載しております。 

 このプランでは、計１０個の分野を設定し、それぞれの分野ごとに事業を位置づけてお

ります。１０個の分野は、横断的分野４個と施策分野６個で構成されております。 

 まず、４個の横断的分野ですが、これは障がい福祉施策を進める基本となるもので、札

幌市が全庁的に取り組んでいくべき分野でございます。 

 ６個の施策分野は、暮らしの支援、雇用・就労の促進など、障がいのある方のニーズに

応じて分類したものでございます。 

 本日は、各分野の代表的な事業につきまして、２０２１年度の状況をお伝えいたします。 

 初めに、横断的分野１、障がい等への理解促進です。 

 理解促進につきましては、様々な取組を基本となるものと考えております。 

 １０ページの上段、ヘルプマーク、ヘルプカードの普及事業をご覧ください。 

 外見上、障がいが分かりづらい方にお持ちいただくヘルプマーク、ヘルプカードは、昨

年度１年間で、区役所や地下鉄駅等の窓口において、１万６，０００個配付いたしました。 

 なお、配付を開始した平成２９年１０月から今年３月までに、累計でおよそ７万６，０

００個を配付しております。 

 次に、１３ページをご覧ください。 

 障がい当事者の講師派遣は、当事者の方を学校や企業に派遣して研修などを行う事業で

ございます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、オンラインで開催したものでございますが、

派遣回数７９回、派遣講師の延べ人数は１４６名、聴講者数は延べ４，４１４名と、多く

の方に当事者のお話を伺う機会を提供しております。 

 次に、１５ページをご覧ください。 

 横断的分野２は、生活環境の整備ということで、安心して快適に暮らせるまちづくり、

バリアフリーに関する事業などを掲載しております。 

 このページに記載している福祉のまちづくり推進会議において、公共的施設のバリアフ

リー化などについて協議していただくとともに、札幌市が新たに公共的施設を建築する際

にはバリアフリーの状況をチェックしていただくなどしております。 

 また、１６ページには、札幌市バリアフリー基本構想に基づく整備推進を掲載しており

ます。 

 札幌市バリアフリー基本構想を２０２２は、今年６月に、全ての人々が安心して暮らし、

社会活動に参加できるまちづくりを目指して策定されたもので、福祉のまちづくり推進会

議において、委員の皆様からご意見をいただきながら、構想の策定に向けた検討を行いま

した。 
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 次に、２４ページをご覧ください。 

 横断的分野３として、情報アクセシビリティの向上・意思疎通支援の充実を掲げており

ます。 

 これは、障がい特性に応じたコミュニケーションを取りやすい環境を目指すもので、コ

ミュニケーション支援機器、主に、聴覚障がいの方のためのタブレット端末や補聴器での

聞き取りを補助する磁気誘導システムを区役所等に導入しております。 

 次に、３４ページをご覧ください。 

 横断的分野４は、障がいを理由とする差別の解消・権利擁護についてでございます。 

 障害者差別解消法の普及啓発をはじめ、権利擁護に関する取組を掲載しております。 

 共生社会推進協議会の開催により、関係機関と相談事例を共有するなどの取組を進めて

いるほか、市役所の職員に対しては、障がいのある方への配慮について学ぶ研修の中で、

より一層の周知を進めているところでございます。 

 次に、４３ページをご覧ください。 

 ここからは、施策分野として、障がいのある方の生活の場面やニーズに対応し、設定し

た分野について掲載しております。 

 まずは、施策分野１、暮らしの支援として、地域で安心して暮らせる支援体制について

記載しております。 

 具体的な事業といたしましては、相談支援事業の充実がございます。２０か所の相談支

援事業所で相談対応を行い、支援件数は１５万２，３３１件となっております。 

 次に、５７ページをご覧ください。 

 施策分野２は、保健・医療の推進として、身近な地域で安心して適切な医療を受けられ

るように医療体制の充実に関する事業を掲載しております。 

 代表的なものとして、６７ページをご覧ください。 

 さっぽろ子どもの心の診療ネットワーク事業は、心の問題を抱える子どもについて、学

校や市民などから依頼を受けて適切な医療機関を案内するものでございます。２０２１年

度の利用件数は９９６件となっております。 

 次に、７２ページをご覧ください。 

 施策分野３は、療育・教育の充実でございます。 

 切れ目のない支援を提供することに着目しながら、療育の充実、学校教育の体制などを

中心に掲載しております。 

 ７４ページをご覧いただきますと、下段の障がい児地域支援マネジメント事業は、児童

発達支援センターに配置した障がい児地域支援マネージャーが児童の教育の方法について、

障がい児通所支援事業所への支援や助言をするものでございます。 

 昨年度は、障がい児地域支援マネージャーを１名追加し、計７名の障がい児地域支援マ

ネージャーが累計６３２回の訪問をして、療育の質の向上に向けて支援を行ってまいった

ところでございます。 
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 次に、８６ページをご覧ください。 

 施策分野４は、雇用・就労の促進です。 

 具体的な事業といたしましては、札幌市独自に障がい者就業・生活相談支援事業に取り

組んでおります。 

 また、９２ページをご覧ください。 

 下段に障がい者施設等からの優先調達の推進とありますが、これは札幌市役所全体で物

品等を発注する際に障がい者施設に優先的に発注する取組であり、本日の議題（３）でご

報告させていただく内容となっております。 

 次に、９３ページをご覧ください。 

 施策分野５は、スポーツ・文化の振興でございます。 

 障がいのある方がそれぞれの興味や関心に応じて様々な活動ができるよう、施設等での

環境整備を進めたり、活動の機会を増やしたり、障がいの理解を幅広く促したりという事

業を掲載しております。 

 次に、１００ページをご覧ください。 

 施策分野６は、安全・安心の実現でございます。 

 日頃からの防災対策や災害時の避難をサポートする取組を中心に、障がいのある方が安

心して暮らせる支援体制に関する取組を掲載しております。 

 例えば、１０５ページに記載しております誰もが住みやすいあんしんのまちコーディネ

ート事業では、災害時に障がいのある方たちの避難を支える町内会などにコーディネータ

ーを派遣して、どのように支援体制を整えていくかの助言などを進めており、昨年度１年

間で４３件の支援をしております。 

 駆け足の説明となり、大変恐縮でございますが、以上が２０２１年度１年間の主な取組

でございます。 

 全てご説明することがかないませんでしたので、ほかの事業につきましては、後ほどご

覧いただければと存じます。 

 なお、最後に、１０９ページから掲載しているのは、各サービスの見込量の進捗状況で

ございます。計画策定時に想定した各サービスの利用者数など、２０２１年度の実績値、

つまり、実際にどの程度の利用者数だったかなどを記載しております。 

 こちらにつきましては、お時間の関係上、説明を割愛させていただきます。 

 以上、２０２１年度における進捗状況についてのご報告でございました。 

○浅香会長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局説明につきまして、各委員からご質問を受けたいと思いま

すけれども、冒頭、事務局からも説明がありましたとおり、本日は多数の方がオンライン

でご参加されておりますので、ご発言のある方は、お名前等を名乗っていただき、事務局

等にお知らせいただきたいと思います。 

 また、今のさっぽろ障がい者プランの資料は事前にお配りされていると思いますが、た
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だいまの説明のほかにも、事前に資料をご覧になってご質問、ご発言等があるものについ

ても受けたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、安井副会長、お願いします。 

○安井副会長 口火を切らせていただきます。 

 成果目標の進捗状況で、今のところ、移行者数の達成率が低い水準の可能性があるとい

うことと、もう一つは、入所者数の減少は比較的順調に移行していると、この辺りの背景

を説明していただけるとありがたいです。よろしくお願いします。 

○浅香会長 事務局、よろしいでしょうか。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） ご質問のございました成果目標の１番目、入所施

設の入所者の地域生活への移行者数と、入所施設の入所者数の減少の数値の背景について

ということで理解いたしました。 

 まず、一つ目の入所施設の入所者の地域生活への移行者数は、今回、２０２３年度末の

累計値を目標としておりまして、３年間の計画となっております。進捗は１８人というこ

とで、令和２年度の数字を参考として掲載しておりますけれども、最終的には、令和３年

度、４年度、５年度の３年間の累計値で６０人を目指すものでございます。基本的には、

単純に平均で割りますと、年間２０名程度で推移していけば、累計として６０名を達成す

るのではないかと考えております。 

 それから、入所施設の入所者数の減少につきましても同じ考え方ですけれども、目標に

対して７７％で、相当達成しているところでございます。 

 こちらは、前回の第５期の計画でも目標を相当上回る数値でございました。 

 背景といたしましては、入所施設から退所される方の中には、残念ながらお亡くなりに

なる方、それから、病院に長期入院になる方もいらっしゃいますし、また、障がいが重い

方を受け入れるグループホームの整備も進んできているというのが背景にあろうかと考え

ております。 

○安井副会長 引き続き、背景を追えればいいのかなと思っております。 

 最後に、重度の方のグループホームへの移行ということもありましたけれども、本来で

あれば、その数値が地域生活移行の数値に反映されていくという関係が見えてくるといい

かなと思いました。 

○浅香会長 そのほか、いかがでしょうか。 

 加藤委員、どうぞ。 

○加藤委員 私も今の安井副会長のご質問と関連するのですけれども、地域移行していく

中で、やはり障がいの程度のことが気になるのです。非常に重度な方のグループホームの

移行というふうにご説明はあったのですが、私どももグループホーム１件だけ運営させて

いただいていて、重症心身障がいの方を受け入れているのですが、やはり医療的ケアに移

行していってしまう状況があります。看護師配置がない中で、人員配置の部分で非常に苦

労している状況があるのです。この地域移行とグループホームの関係は、やはり非常に大
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切だなと思っています。 

 今、我々は、児童デイサービスのほうは障がい児地域支援マネージャーという形でいろ

いろな事業所を訪問させていただいて、どこがどんなお子さんたちを受けていて、どんな

体制でやってるのかは札幌市に随分詳しく報告させていただいている状況があります。グ

ループホームや就労もそうですけれども、どういう方々がどれぐらい利用されているのか、

数字ももちろん大事ですが、その中身に関しても、どこか質的なものや、どういうタイプ

の方たちはどんなところに行っているのかという辺りを何かどこかで集約できる場所がな

いのかなというのが気になっているのです。 

 グループホームが増えている感覚はあるのですけれども、どういった方々を受け入れて

いるところが増えているのかが気になっているのです。この後、アンケートが出てくると

思うのですけれども、その辺りで拾えるのかどうかもご報告を聞いてからですが、この数

字的な報告に関してそのような感想を持っていますので、よろしくお願いします。 

○浅香会長 事務局、何か答えることがあればお願いしたいと思います。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） ただいま、ご意見がございました地域への移行と

いうところで、数字だけではなく、内容、中身を集約していく必要性について、我々とい

たしましても非常に重要な考え方かと認識しております。 

○浅香会長 そのほか、いかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○浅香会長 それでは、時間の関係もございますので、この議題は一旦終わらせていただ

いて、何かあれば最後のところでお受けしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 それでは、次の議題に移りたいと思います。 

 議題の審議事項、（２）さっぽろ障がい者プラン２０２４の策定に向けた実態調査につ

いてです。 

 資料３に基づいて、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） それでは、事務局からさっぽろ障がい者プラン２

０２４の作成につきましてご説明させていただきます。 

 お手元の資料３－１をご覧ください。 

 まず、計画の概要でございますが、さっぽろ障がい者プランとは、障がい者計画、障が

い福祉計画、障がい児福祉計画を一体のものとした札幌市の障がい福祉政策を推進する計

画となっております。 

 現行のさっぽろ障がい者プラン２０１８につきましては、令和６年、２０２４年３月に

て６年間の計画期間が終了いたしますので、内容を全面的に見直しいたします。 

 今回の改定では、障がいのある方の文化芸術活動や読書環境整備の推進についても、さ

っぽろ障がい者プランに新たに位置づける予定でございます。 

 ２番の策定の考え方でございますが、国が定める障害者基本計画に即し、障がいのある

方の状況等を踏まえ、プランを策定してまいります。 
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 中段左側にございます国の第５次障害者基本計画は、障害者政策委員会にて審議が続け

られておりまして、令和５年３月頃の公表を予定しているとのことでございます。 

 中段右側にございます障がい児者実態調査は、当事者の生活実態や取り巻く課題の把握、

市民、企業の意識を調査することを目的として実施いたします。 

 これら国の障害者基本計画と障がい児者実態調査を両輪としつつ、北海道障がい者計画

や、第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン、本市関連計画などと調和を図りながら策定し

てまいります。 

 最後に、想定ではございますが、策定スケジュールを説明させていただきます。 

 令和４年度につきましては、年末頃に障がい児者実態調査を実施し、令和５年３月頃に

公表されます第５次障害者基本計画を基本としつつ、障がい児者実態調査の結果を踏まえ

まして、策定方針を検討いたします。 

 令和５年度に入りましたら、障がい者施策推進審議会に設置いたします検討部会におけ

る審議を経まして、９月頃には計画素案を完成させたいと考えております。 

 令和５年秋頃の庁内会議を踏まえ、計画素案を確定、市議会の厚生委員会に報告させて

いただきます。 

 その後、パブリックコメントを実施の上、令和６年３月の公表を予定しております。 

 策定スケジュールにつきましては、国の障害者基本計画の動きを見据えつつ進めていく

必要があり、流動的にならざるを部分もございますので、ご理解いただきますようお願い

いたします。 

 続きまして、資料３－２に移ります。 

 資料３－２①をご覧ください。 

 さっぽろ障がい者プラン２０２４の作成に向けた実態調査概要（案）について説明させ

ていただきます。 

 先ほどご説明させていただきましたとおり、今年の年末頃に障がい児者実態調査実施い

たします。 

 資料３－３に、実際の調査票（案）をお配りさせていただいておりますが、説明の簡略

化のため、概要をまとめましたので、この資料にてご説明させていただきます。 

 まず、実態調査の目的ですが、繰り返しになりますけれども、札幌市の障がい福祉施策

に係る今後の方向性の検討のために、障がいのある方の生活実態や取り巻く課題等を調査・

分析することを目的としております。 

 続きまして、実態調査でございますが、大きく分けて個別に配付するアンケート調査と、

アンケート調査では把握が難しい実態・課題について、障がい当事者団体等からヒアリン

グを実施するグループヒアリングに大別されます。 

 書面によるアンケート調査は、全体的な傾向をはかるには適しておりますけれども、障

がい施策分野は、障がい種別や程度、特性による個別性が高い分野でございますので、ニ

ーズをより深く把握するため、障がい当事者団体へのヒアリングを行いたいと考えており
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ます。 

 アンケート調査は、対象を、障がい者調査、障がい児調査、施設入所者調査、精神科病

院入院患者調査、市民意識調査、事業所調査、企業意識調査の七つに分けて配付いたしま

す。 

 また、グループヒアリングでは、参考までに、前回ヒアリングさせていただいた当事者

団体を掲載しておりますけれども、今回も基本的には同様にご協力をお願いしていく予定

でございます。 

 次に、資料３－２②と③に移りまして、ここではアンケート調査の七つの対象について

ご説明していきたいと思います。 

 まず、１－１の障がい者調査は、札幌市内に居住する身体障害者手帳、療育手帳、精神

障害者保健福祉手帳の被交付者、それから、特定医療費（指定難病）受給者証所持者で、

いずれも１８歳以上の方を対象としております。 

 抽出人数といたしましては、身体障がいのある方は２，０００人、知的障がいのある方

は２，０００人、精神障がいの方のある方は２，０００人、難病の方は４５０人を想定し

ております。 

 主な設問といたしましては、基本的な情報のほか、心身の状況、障がい福祉サービスの

こと、外出の状況、仕事、生活、防災、文化芸術、スポーツのこと、札幌市の制度や政策

のことなどを予定しております。 

 １－２に移りまして、障がい児調査につきましては、札幌市内に居住する身体障害者手

帳、療育手帳の被交付者であり、特定医療費（指定難病）受給者証所持者で、こちらにつ

きましては、いずれも１８歳未満を対象としております。 

 抽出予定では、身体障がいのある方は５００人、知的障がいのある方は５００人、難病

の方は５０人を予定しております。 

 主な設問といたしましては、先ほどの障がい者調査と基本的には同じでございますけれ

ども、子どもということで、学校や日中の過ごし方、平日昼間の状況であったり、教育・

療育の希望を少し深く聞いているような形でございます。 

 １－３に移りまして、施設入所者調査は、札幌市内の障がい者入所施設の利用者でござ

います。 

 対象施設は、３０施設程度で、主な設問といたしましては、施設から退所した後の生活

に関する内容について、入所者、それから、施設側の双方に確認していくような形でござ

います。 

 おめくりいただきまして、１－４の精神科病院入院患者調査は、札幌市内の精神科病院

入院患者、１年以上入院されている方が対象でございます。 

 対象の病院数は４０病院程度で、主な設問の病院調査に関しましても、退院後の生活に

必要な資源などの病院側の見解、それから、本人調査では、退院して病院以外の場所で生

活をしたいか、あるいは、退院後に生活したい場所などをお聞きしてまいりたいと考えて
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おります。 

 右に移りまして、１－５の市民意識調査は、札幌市内に居住する１８歳以上の市民を対

象に行いまして、抽出は３，０００人程度を予定しております。 

 主な設問は、障がいのある方との関わりであったり、ボランティア活動のこと、障害者

差別解消法、札幌市の施策の認知度を聞いてまいりたいと考えております。 

 １－６の事業所調査は、札幌市が指定している障がい福祉サービス等の提供事業所を対

象に、抽出は２，０００施設程度を予定しております。 

 主な設問といたしましては、サービスの提供に関することはもちろんのこと、人材育成

や人材確保といった観点から、どのように採用を行っていらっしゃるのか、あるいは、採

用が困難な理由、勤続年数や離職者数についても確認してまいりたいと考えております。 

 最後に、１－７の企業意識調査でございますが、札幌市内に所在する企業に対する調査

でございます。 

 こちらは、抽出は１，０００社程度としておりまして、主な設問は、障がい者の雇用に

関すること、あるいは、障がい者や支援団体への社会貢献活動に関することをお聞きして

まいりたいと考えております。 

 次に、資料３－２④をご覧ください。 

 前回、３年前の実態調査と比較いたしまして、障がい当事者のニーズをより把握するた

めの新たな取組につきまして、三つのポイントに分けてご説明させていただきます。 

 １番目のポイントといたしましては、時勢を踏まえた適切な設問の追加を行いたいと考

えております。 

 前回との比較の必要性もございますので、設問は基本的に前回ベースとしつつも、現在、

札幌市が抱える新たな課題等に応じた設問を充実させていきたいと考えております。 

 新しく追加した主な設問内容といたしましては、こちらにございますように、新型コロ

ナウイルス感染症の影響や災害時の避難行動、それから、情報アクセシビリティ、ＩＣＴ

の活用、読書バリアフリー、事業所の人材確保、障害者差別解消法の改正について、ケア

ラー、ヤングケアラーなど、カラーユニバーサルデザインなどの設問を新たに追加してお

ります。 

 ２番目のポイントといたしましては、インターネットによる回答方式の導入を検討して

おります。 

 ただいまご説明いたしましたとおり、新たな話題の増加により、設問数も概して増えて

おります。このため、回答率の低下が懸念されますことから、回答者の利便性を高めるこ

とにより回答率の向上を図るため、郵送方式のみであった回答方式に加え、インターネッ

トによる回答方式も新たに導入したいと考えております。 

 ３番目のポイントといたしましては、ヒアリングの見直しや対象団体の拡充でございま

す。 

 前回の調査におけるグループヒアリングでは、札幌市が目指すべき共生社会のイメージ
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構築に焦点を当てまして、目指すべき共生社会のイメージはどのようなものか、その共生

社会を実現するために必要と考えられる施策を中心にヒアリングしてまいりました。今回

は、ヒアリング内容について、障がい福祉サービスや身近な生活など、障がいのある当事

者を取り巻く環境に関してしっかりと把握するように見直すほか、心のバリアフリーや障

がい者雇用などの意識調査のため、障がい福祉サービス事業所や企業を新たにヒアリング

対象に含めたいと考えております。 

 資料の説明は以上となりますが、本日、添付させていただきました調査票案は、当審議

会の皆様から事前にいただきましたご意見を反映しております。アンケート調査の設問内

容につきましては、自立支援協議会、精神保健福祉審議会の委員の皆様にも調査票（案）

をお送りし、ご意見をいただいておりますので、本日の審議会でのご意見のほか、これら

附属機関の委員の皆様のご意見も参考にさせていただきます。 

 今年度末の令和５年３月頃に、次回の障がい者施策推進審議会を開催する予定でござい

ますが、その際、調査結果のご報告をさせていただき、具体的にどのように改定作業を進

めていくかについて、お諮りさせていただきたいと考えておりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 以上で、説明を思います。 

○浅香会長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局説明につきまして、ご質問、ご意見などがあれば、声を出

していただくか、または、リアクションで手を挙げていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

 増田委員、どうぞ。 

○増田委員 資料３－２④について、私たち障がい者当事者のニーズをさらに把握するた

めの新しい取組として、ヒアリング対象に福祉サービス事業所や企業を加えるとありまし

た。これまで、当事者団体のみを対象としていましたが、今回、対象を広げていただく、

拡充することで、調査アンケートの結果の物足りなさを補うことができるのではないかと

私どもは考えております。 

 そこで、１点だけ質問ですが、今のところ、ヒアリング対象の事業所や企業は何か所ほ

ど予定されているのでしょうか。また、選定の基準なども分かりましたら教えていただけ

ればありがたいです。 

○浅香会長 それでは、事務局、よろしくお願いします。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） 今回の実態調査につきましては、これから一般競

争入札を行いまして、委託にて実施する予定でおります。 

 今後、当事者団体も含めまして、新たなヒアリングを行う障がい福祉サービス事業所や

企業は、協議の上、数、それから、対象について選定していく予定でございます。 

 申し訳ございませんが、現時点では、まだ、そこまで確定はしておりませんので、ご理

解いただければと存じます。 
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○増田委員 まだ、選定基準などは設けていないということでいいですね。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） 現時点ではございません。 

○増田委員 もう一点、北海道難病連も２０１９年度の実態調査の際、ヒアリング対象に

なっていたと思うのです。だけど、新型コロナの関係で書面にて回答を差し上げたと思い

ます。 

 できれば、私どもの団体もいろいろな面で協力させていただければと思いますので、対

象の一つに置いていただけることをお願い申し上げます。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） 今年度の実態調査のご協力につきまして、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○浅香会長 そのほか、いかがでしょうか。 

 私から、ひとつよろしいでしょうか。 

 この実態調査は何年かごとにやっていらっしゃると思うのですけれども、例年、回答率

が５０％弱でなかったかなというふうに記憶をしているのです。 

 一番最初の成果目標の進捗状況の一番下の理解促進のところで、子どものところは３５．

４％が暮らしやすいと回答しているのですけれども、それを来年度末までに６０％にする

という目標です。 

 目標を達成する、達成しないというのはいいのですが、今回の調査は、インターネット

による回答方式の導入や、一般市民の方々３，０００人を抽出して回答していただくとい

う説明もありました。私も、先ほど増田委員がおっしゃったように、やはり障がい当事者

も含めて、一般市民の方、企業の方の意識調査が大変重要だと思っているのです。 

 市民意識調査の中で、パブリックコメントの逆バージョンではないのでしょうけれども、

札幌市の一般向けのホームページの中に出して、一般市民の方がそれを閲覧して答えてい

ただくというような方法だと、３，０００人を無作為抽出しながら、それ以上の方々に答

えていただくことができるのかなと感じています。 

 ５０％の回答達成を目指すのであれば、より高い達成率を考えたほうがいいのかなと考

えてみました。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） 浅香会長からご指摘がございましたとおり、前回

の回答率はやはり４０％弱ということで、回答率も５０％を超えていない状況でございま

す。 

 一般市民の皆様からも３，０００人程度抽出させていただきますけれども、市の一般向

けのホームページに掲載して、抽出された方以外からも回答いただく手法につきましても

検討させていただきたいと思います。 

○浅香会長 私は、回答率の数字は、高ければいい、低ければ駄目というのではなくて、

やはり暮らしやすいか、暮らしにくいかというパーセンテージの割合が大切かなと思って

いますので、できるだけ多くの意見を求めたほうがいいのかなと思って意見を出しました。 

 そのほか、いかがでしょうか。 
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（「なし」と発言する者あり） 

○浅香会長 それでは、お気づきの点があれば、最後にまた意見を言っていただければと

思います。 

 それでは、最後の議題に移りたいと思います。 

 議題の（３）障害者就労施設等からの物品等の優先調達についてです。 

 資料４に基づいて、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（渡辺就労・相談支援担当係長） 私から、障がい者就労施設等からの物品等の

優先調達についてご報告いたします。 

 資料４－１をご覧ください。 

 資料４－１は、令和３年度札幌市における障害者就労施設等からの物品等の調達実績に

ついて、表にまとめております。 

 表の合計欄を見ていただきたいと思いますけれども、物品の調達額の合計が３，１１５

万６，２２９円、役務の調達額が３億５２９万８，６７７円となりまして、物品と役務を

足した合計が３億３，６４５万４，９０６円となっております。 

 令和３年度の調達目標としましては、令和２年度の最終調達実績額以上という目標を設

定しておりました。令和２年度の最終調達実績額が３億６１２万５，８０９円でしたので、

約３，０３３万円、令和３年度の金額が上回っております。このため、調達目標としては

達成することができたところです。 

 続きまして、資料４－２をご覧ください。 

 令和４年度札幌市障害者就労施設等からの物品等の調達目標でございます。 

 １、目標額に記載のとおり、令和４年度は、令和３年度の最終調達実績額以上を目標と

するということで定めております。 

 表をご覧いただきたいと思いますけれども、令和元年度に調達実績額としましては３億

円を超えております。 

 今後も調達額につきましては増やしていきたいと考えておりますけれども、庁内に障が

い者就労施設等からの物品等の調達が浸透してきているような状況にありますので、今後、

大きく調達額を増やすのはなかなか難しくなってきているというような状況にあるかと考

えております。 

 このため、物品や役務の調達を行っている職員一人一人が昨年度よりも１件以上多く調

達をしていくというような意識を持って取り組むことが必要と考えておりますので、昨年

度よりも１件でも多く調達をするということで前年度実績額以上というような形で進めて

いるところでございます。 

 また、障がい者就労施設からどのような物品や役務の調達が可能かということにつきま

しては、元気ジョブアウトソーシングセンターというところで紹介、マッチングをしてお

り、これまでの調達目標達成に大きく貢献してもらっていると考えております。 

 続きまして、資料４－３をご覧ください。 
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 資料４－３は、令和４年度札幌市障害者就労施設等からの物品等の調達方針の概要を載

せております。 

 資料４－３の裏面に、令和４年度の目標を載せております。 

 こちらには、前年度の最終調達実績額、令和３年度の最終調達実績額以上を目標とする

ということで定めております。 

 そのほかにつきましては、令和３年度の調達方針からの大きな変更点はありません。 

 新型コロナウイルスの影響もありまして、例えば、イベント関係での物品の発注が少な

くなっておりますけれども、一方で、消毒や清掃関係で、また違った形での役務の調達が

増えてきておりますので、今のところ、調達実績としては目標達成できているというよう

な状況にあります。 

 私からの報告は、以上となります。 

○浅香会長 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまの事務局説明につきまして、各委員から、ご質問、ご意見などがあ

れば、また声を出していただくか、リアクションで手を挙げていただければと思います。 

 菅原委員、どうぞ。 

○菅原委員 年々、調達実績額が増加傾向にあるというのは大変喜ばしいと思います。 

 この数字は、全体の調達額の中で何％ぐらいの割合なのか、できたら教えていただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

○浅香会長 事務局、回答をお願いします。 

○事務局（渡辺就労・相談支援担当係長） 今のご質問としては、障がい者就労施設等以

外も含めた札幌市全体としての物品や役務でどれくらいの割合かというご質問でよろしい

でしょうか。 

○菅原委員 そうです。 

○事務局（渡辺就労・相談支援担当係長） 今、そういった数字を出していないこともあ

って、申し訳ないですけれども、この場でどれくらいの金額かということをお答えするこ

とができないということで、ご理解いただければと思います。 

○菅原委員 分かりました。ありがとうございます。 

○浅香会長 そのほか、いかがでしょうか。 

 加藤委員、どうぞ。 

○加藤委員 今の件で、全部の把握は本当に難しいかと思うのですが、元気ジョブは、一

般企業からも結構お仕事が来て、やってくれる事業所を探されていると思うのです。元気

ジョブの報告で、実際にどんな企業と障がい者就労施設が結びついているかが把握できる

ヒントになるのではいかと思ったりするのですけれども、いかがでしょうか。 

○浅香会長 事務局、どうでしょうか。 

○事務局（渡辺就労・相談支援担当係長） 元気ジョブの業務としては、元気ジョブで障

がい者就労施設とマッチングした件数や成約金額については分かるような状況にあります。
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その中で、一般企業からも、印刷の関係、あるいは、チラシの配布業務が来ているかなと

思います。同じく、清掃関係が一般企業からも来ているというふうに思います。 

○加藤委員 札幌市も含めて、企業と障がい者就労との結びつきの進捗を図っていきたい

わけですから、スペース的に難しいのかもしれませんが、年に１回ぐらいは元気ジョブの

ご報告をどこかでされてもいいのかなという感想を持ちました。 

○浅香会長 そのほか、いかがでしょうか。 

 私からですけれども、物品が３，１００万円ぐらいありますが、どんなものを調達して

いるのか、分かれば教えていただきたいのですが。 

○事務局（渡辺就労・相談支援担当係長） 物品関係でどういった調達があるのかという

ご質問をいただいたかと思います。 

 今、手元に詳細な資料はないのですけれども、例えば、市の施策の関係を周知する際の

啓発用品を障がい者就労施設にお願いしてつくってもらっています。例えば、ティッシュ

をつくって配付したり、以前でいきますと、サッポロスマイルバッジをつくって配付した

こともございます。そういった各種周知・啓発用品をつくってもらうことが多いかなとい

うふうに思います。 

○浅香会長 分かりました。 

 もう一つ、物品と役務が累計では年度ごとに伸びているのですけれども、伸びているの

は物品と役務のどちらですか。 

○事務局（渡辺就労・相談支援担当係長） 物品、役務のどちらも伸びているのですけれ

ども、金額幅としては役務のほうが大きな増加額になっております。 

○浅香会長 そのほか、いかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

 なければ、全体を通して何かご意見があれば受けたいと思います。 

 安井副会長、どうぞ。 

○安井副会長 先ほどのアンケートですけれども、中身については、もうこれまでも行わ

れてきたものとの比較ということもあるかと思いますので、それを踏襲しながらというこ

とで了解ですが、見た目というか、回答のしやすさというところでは、もう少し工夫のし

ようがあるのではないかと思います。 

 特に、障がいのある当事者の場合、回答者の年齢層が非常に高齢化してきていますし、

回答に際しての視覚的な情報の受け取りが、これだけの量は物すごく負担がかかるかなと

思います。 

 もう少し、めり張りをつけるといいますか、ポイントはどこなのか、それから、どこに

回答したらいいのかがぱっと見やすくて回答しやすい、それから、回答するに当たっての

負担が軽減されるようなレイアウトと書き方の工夫をしていただきたいと思いました。 

 業者委託ですので、業者の力量というのが現時点ではありますけれども、少なくとも、

私たちが研究調査でやるに当たって、いろいろ工夫するところについて、まだ足りないな
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と。中身はいいのですけれども、そういうことでぜひもう一工夫をお願いしたいと思いま

した。 

○浅香会長 私も個人的には、ページ数が多いのと字ばかりというのは、もう見てうんざ

りするような感じになりますので、障がい区分別や、障がい者向け、障がい児向け、企業

向けなど、いろいろありますので、今、安井副会長がおっしゃったように、画一的なもの

だけにこだわるのではなくて、回答しやすいような形を何か工夫してやっていただければ、

回収率もより高まるのかなと感じていたところです。 

○安井副会長 フォントや大きさを変えるだけでも随分違うと思うのです。ちょっと、こ

れは、のっぺりし過ぎかなと思いました。 

○浅香会長 そのほか、いかがでしょうか。 

 菅原委員、どうぞ。 

○菅原委員 さっぽろ障がい者プランの１３ページの障がい当事者の講師派遣についてお

尋ねしたいと思います。 

 講師派遣の人数で、延べ人数で１４６名と記載されていますが、これは実際に何人ぐら

いの方が活動されて、どういった障がいの方、障がい種別ごとの人数はお分かりなります

でしょうか。 

○浅香会長 佐々木係長、これはどうでしょうか。 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） 講師派遣の実際の人数や種別というご質問でござ

いました。 

 ただいま手持ちで数値を持ち合わせておりませんので、申し訳ございませんが、追って

ご回答させていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○菅原委員 承知しました。 

 精神障がいで講師をやられている方を身近にあまり知らないものですから、どんな方が

いて、どんなふうに活動されてるのかなと興味がありましたので、お聞きしました。よろ

しくお願いします。 

○浅香会長 社協の柏委員、どうでしょうか。 

○柏委員 私も細かい部分まで掌握しておりませんので、後ほど、障がい福祉課と併せて

ご回答させていただきます。よろしくお願いします。 

○浅香会長 そのほか、いかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○浅香会長 それでは、本当に様々なご意見をいただきまして、どうもありがとうござい

ました。 

 これをもちまして、本日予定をしておりました議題は全て終了することといたします。 

 それでは、以上をもちまして、本日の審議会を終了させていただきます。 

 限られた時間の中、円滑な議事進行にご協力をいただき、ありがとうございました。 

 それでは、進行を事務局にお返しいたします。 
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  ３．閉  会 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 浅香会長、円滑なご進行をいただき、誠にありがと

うございました。 

 また、委員の皆様には、熱心にご審議いただきまして、誠にありがとうございます。 

 なお、本日の最終的な委員の皆様の出席状況ですが、札幌市手をつなぐ育成会会長の長

江委員はご欠席でございますので、本日は１６名の皆様の委員にご出席いただいておりま

す。 

 どうもありがとうございました。 

 それでは、これをもちまして、令和４年度第１回札幌市障がい者施策推進審議会を終了

させていただきます。 

 本日は、どうもありがとうございました。お疲れさまでした。 

                                  以  上   


